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商品番号
15345

時間はいずれも10:00～16:00

学生のトラウマ体験に着目したアプローチ

プ
ロ
グ
ラ
ム

会員 17,000円　一般 20,000円
※会員は日総研会員制・専門雑誌の年間購読者です。 雑誌年間購読者と一緒に申し込むと、参加者全員が会員価格で受講できます。

受講料
1名につき/税込

※ＱＲコードか、トップページから
日総研 15345 検索索「商品番号」で検索！

東京：26年2/7（土）　大阪：26年3/7（土）

トラウマインフォームドケア
（Trauma Informed Care：TIC）

の視点で具体的に学ぶ看護学生の支援・実習指導の実践

１．トラウマインフォームドケア（TIC）の基本
２．教員・指導者と看護学生との間の“ズレ”の正体
３．TICの６原則と教育現場への応用
４．学生指導における
「非TIC的かかわり」と「TIC的かかわり」
５．“ズレ”のある学生との関わり
事例 “キレる”、“頑張りすぎる”背景にあるもの   ほか

６．エンゲイジメントを高める教員・指導者の対応
７．感情の揺れに巻き込まれないために 

１．学生との“ズレ”を読み解く 
～どうとらえ、どう対応するか

２．TIC的な声かけ・かかわり方とは？
３．グループディスカッションと共有
４．リフレクション（内省）
ワーク 受講生が教育場面で
 「違和感」を覚えた瞬間を振り返る

５．まとめ

　トラウマインフォームドケア（TIC）とは、対象者が過去に経験したつらい体験が現在の行動や感情にどのよ
うに影響しているかを理解し、それを踏まえた支援・対応を行うケアの考え方です。精神看護・心理学などでは
広く知られ、注目されています。
　厚労省の助成・監修のもとで作成された公的資料においても、TICの理論と医療・福祉・教育現場での実践
例などが紹介されています。
　本セミナーでは、学生支援（学生指導）に焦点をしぼり、講義のほかにワークも交えながら、具体的な支援・
対応策を学びます。

臨地実習などの看護教育現場の場面を用いて、
具体的な実践例を学ぶ

一ノ山隆司氏
金城大学 看護学部 学部長
公衆衛生看護学専攻科 専攻科長
大学院 総合リハビリテーション学 研究科 教授

境美砂子氏
金城大学 看護学部

講師／博士（保健学）

雑誌年間購読者と一緒にお申込みいただくと参加者全員が会員価格に！



●意思決定支援・ACPの効果的な教え方［10-11月号］
●教員もいまどき！？ 新人＆経験の浅い看護教員への
支援をどうする？［10-11月号］

●中小病院における教育計画､院内教育の実際［12-1月号］
●Z世代を飽きさせない・刺さる授業展開とは？［12-1月号］

関連雑誌

今後の特集

現場実務のスキルアップ！
B5判 112頁 
年間購読料 
22,650円（税込）
１部頒価 
3,775円（税込）Web教材＋実務専門誌（定期刊行物・会員制）

26年２月７日（土） 
26年３月７日（土） 

日総研 研修室（廣瀬お茶の水ビル）
田村駒ビル

東京
大阪 ［2］

［1］

〒451-0051 名古屋市西区則武新町3-7-15 日総研ビル主催

日総研お問合せ
ご注文 TEL： URL：www.nissoken.com

一般 20,000円　会員 17,000円
※会員は1雑誌（定期刊行物・会員制）の年ぎめ購読者です。
※昼食代は含まれません。昼食は各自でお持ちください。
※ご参加いただくには事前のお申し込みが必要です。※最少催行人数11人。

［講義時間］いずれも10：00～16：00

受講料
（税込）

一ノ山隆司氏

境美砂子氏

プログラム

学生のトラウマ体験に着目したアプローチ

一般財団法人 日本総合研究所厚生労働大臣指定

社会福祉士養成社会福祉士養成所所通信課程通信課程

精神保健福祉士養成精神保健福祉士養成所所通信課程通信課程

国家資格の受験資格を取得することができる養成所

優れたサービス
取り組みを表彰

応募は9月30日まで。発表は11月。

日総研

取り組み事例の紹介記事はこちら
接遇大賞 検索

プログラムや講師プロフィールなどセミナーの詳細はこちらから

▲

日総研 15345

演習

１．トラウマインフォームドケア（TIC）の基本
２．教員・指導者と看護学生との間の“ズレ”の正体
３．TICの６原則と教育現場への応用
４．学生指導における
「非TIC的かかわり」と「TIC的かかわり」

５．“ズレ”のある学生との関わり
  事例   “キレる”、“頑張りすぎる”背景にあるもの   ほか

６．エンゲイジメントを高める教員・指導者の対応
７．感情の揺れに巻き込まれないために

１．学生との“ズレ”を読み解く
～どうとらえ、どう対応するか

２．TIC的な声かけ・かかわり方とは？
３．  グループディスカッション   と共有
４．リフレクション（内省）

  ワーク   受講生が教育場面で「違和感」を覚えた
瞬間を振り返る

５．まとめ

臨地実習などの看護教育現場の場面を用いて、
具体的な実践例を学ぶ

金城大学 看護学部 学部長
公衆衛生看護学専攻科 専攻科長
大学院 総合リハビリテーション学
研究科 教授

金城大学 看護学部 講師／博士（保健学）

トラウマインフォームドケア
の視点で具体的に学ぶ

看護学生の支援・実習指導の実践

（Trauma Informed Care：TIC）

教員・指導者と学生との“ズレ”を
どうとらえ、どう対応するか。

ワーク  を取り入れながら体感
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